
4.職業実践専門課程認定学科を持つ
ファッション系専門学校に対する

実態調査報告書
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実施時期

実施対象

実施内容

実施目的

アンケート実施について

平成26年 12月3日~平成27年 12月 16日

圏内ファッション系専門学校 100校

職業実践専門課程への申請状況や企業連携授業

に関する意識調査。また教員研修内容や自己

評価項目についての取組と現状の把握。

職業実践専門課程申請状況の把握、連携授業等

の意識調査を通じて、同課程のファッション

分野における課題を把握し第三者評価案構築へ

の資料とする。

回答数 : 48校

回答率 : 48% 
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集計結果報告

〈職業実践専門課程への申請状況)

平成 27年2月 17日の文部科学省の告示によりファッション分野における

認定校は約 25校となった。「今後申請予定」と約 3割が回答したことから、

次年度以降に約 15校の申請が見込まれる。申請予定校も含め、ファッション

分野における認定校は今後40校程度で推移すると推測され、他分野よりも少

ない学校数である。なおメイク、エステ、ブライダ、ル等の学科で約20校が認

定を受けており、広義のファッション分野の認定校は約60校になると予想さ

れる。

〈実態と申請要件の事離とその理由〉

職業実践専門課程申請要件の中で、ファッション分野の実態と合わないと感

じた要素を指摘する学校は少数であった。連携授業には講義形式も必要という

前向きな意見がある一方、地方の小規模校等において、特定の企業との限定的

な連携となることを危倶する意見があった。

〈連携授業の学生の反応〉

およそ 3/4が「好評JIどちらかと言えば好評」と回答。連携授業を肯定的

に捉えていることがわかった。学校を対象とした調査であり、授業アンケート、

聞き取り等の結果を反映させていると推測される。

〈連携授業が学生に好評な理由〉

「連携企業の魅力」が約 7割であった。次いで「連携企業講師の魅力JI連

携企業施設、設備を利用する魅力」がそれぞれ5割弱、 4割弱となった。今回

通常授業に対する満足度は調査していないが、約 7割の学生が魅力を感じる

「連携授業」を実施している認定校は、すなわち魅力ある学校であることが裏

付けられた。なお「不評」な理由について、企業側に不備が多いとの回答が 1

f牛あった。

〈連携企業の反応〉

学生と同様の結呆となった。およそ 3/4が「好評JIどちらかと言えば好評」

と回答し、「不評JIどちらかと言えば不評」という回答は0であった。学校教

育に好意的な企業を選ぴ連携しているとも考えられるが、次項のような理由か

ら、産学の連携に意義を感じている企業が多いことがわかった。
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〈連携授業が企業に好評な理由〉

「学校との関係が密接になる」が 8割強で最も高い。次いで「学生の意欲が

高いJr学生の採用」が同率で5割強となった。求人において即戦力を求める
企業が多いことから、厳しい結果を予想したが、学生の意欲を評価した企業が

半数を超えた。景気回復による好影響も考えられるが、連携授業による学生採

用を意識する企業が半数以上に上ることが注目される。

制度発足初年度において、学生・企業双方から評価の得ている連携授業は、

今後教育課程編成委員会において更なる改善が期待できる。このような結果か

ら、認定要件が充分に機能していることが裏付けられた。

〈教員研修の内容〉

「指導力分野Jr実務分野」双方の研修を実施している学校が9割弱と大半
を占めた。

教員研修の実施は認定要件であるが、最低限の研修でなく、多岐にわたる研修

を実施している実態がわかった。

〈実務分野の研修内容〉

「技術教育Jr業界の動向」が上位に挙がった。デザイン教育に関すること
が(その他を除き)最下位となり、学生指導と同様に、デザインという抽象的

な要素についての研修が難しいことが窺える。

「業界の動向」が上位となった理由として、ファッション関連団体等が主催

する業界セミナーなどを積極的に研修として活用していると推測される。

〈実務分野の研修効果〉

「効果があったJrどちらかと言えば効果があった」という回答が9割強で
あるが、約4割は、「どちらかと言えば効果があった」と回答し、効果につい

てやや懐疑的な様子が窺えた。多くの学校が、多忙な業務、限られたコストの

中で研修を実施している現状から、一部、認定要件クリアのための研修が行わ

れていると推察される。

〈今後充実させたい研修〉

「業界の動向Jrビジネス」が上位に挙がった。実績では 1位 (87%)であ
った「技術教育」は6位 (44%)となった。一方、「業界の動向Jrビジネス」
は実績項目でも上位であり、認定校が企業(業界)との結びつきを重視してい

ることがわかった。この結呆は、次年度以降の研修プログラム作成の際、反映

させたい。
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〈ファッション分野に特化した評価項目の設定)

独自評価項目を設定した学校は2割弱と少数であったが、特定非営利活動法

人私立専門学校等評価機構等の評価案に準拠しつつ、評価項目を部分的に充実

させている回答があった。例えば「検定」について合格率の推移の項目を設け

たり、「就職」についてファッション分野限定の統計を設けるなど、専門学校

の強みとされる領域において敢えて厳しく評価しようとする姿勢が窺えた。

〈第三者評価項目および自己評価項目の導入〉

今後取り入れていきたい評価項目についても 2割弱が「ある」と答え、前項

の質問と同様、「検定Jr就職」について導入したいという回答があった。ここ
でも専門学校の強みを明確にして、大学との差別化を図りたいという意図が窺

えた。

また、グローバル教育の実践を挙げた学校が 1校あった。

〈職業実践専門課程認定のPRの有無〉

8割強の学校が積極的なPRを行っているが、反面 1割弱の学校がPRを行

っていなかった。 3害IJの学校が入学案内書でPRしていない点について、制度

発足年度は認定結果が3月に判明し、入学案内書に記載が間に合わなかった学

校もあると推察される。

(PRしている点〉

「企業との連携授業」が9割強と圧倒的であった。学生にとって最も身近な

メリットである連携授業について重点的にPRしていることがわかった。

HP、入学案内いずれも視覚的効果が重視される媒体であることから、絵に

なりやすい連携授業を重点的に取りあげる傾向が窺えた。

-41ー



闘
機
了鱗

F
@
ω
N
E∞
則
的

@
E
m
O
H
J一副ト

も

-S闘
告
榔
師
N
E
@
F
E
狙
時
橿
凶
組
模
範
帳
帳

、
入
、
、
恥
L

。lh
v』
n
d刊
#

紺
W
M
m
誕

田
町
N
R
N
M
W
m
F
O
N

。凶
Z



占
-
c...
. 

2
P
 

3
-
4
P
 

5
-
6
P
 

7
P
 

8
P
 

9P
 
1
0
P
 

l
l
P
 

1
2
P
 

13
P 

連
携
授
業
が
企
業
に
好
評
な
理
由
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
14
P 

教
員
研
修
の
内
容
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
1
5
P
 

実
務
分
野
の
研
修
内
容
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
1
6
P
 

実
務
分
野
の
研
修
効
果
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
1
7
P
 

今
後
充
実
さ
せ
た
い
研
修
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
1
8
P
 

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
分
野
に
特
化
し
た
評
価
項
目
の
設
定
と
そ
の
項
目
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
19
P 

第
三
者
評
価
項
目
お
よ
び
自
己
評
価
項
目
の
導
入
と
そ
の
項
目
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・
2
0
P
 

職
業
実
践
専
門
課
程
認
定
の
P
R
の
有
無
・・
・・
・・
・・
・
 ・
 
・
 ・
 
・
 ・
 
・
 
・
 ・
 
・
 ・
 
・
 ・
 
・
 ・
 
・
 
・
 ・
 
・
 ・
 
・
 ・
 
・
 ・
 
・
 ・
 
・
 ・
 
・
 ・
 
・
 ・
 
..
 
2
1
P
 

e
 NE
O
 M
A
R
K
E
T
I
N
G
 

目
次

4 4 司 ， ι 司 3 n 『

調
査
概
要
・
・
・
・

調
査
対
象
校
一
覧

調
査
結
果
要
約

調
査
結
果
詳
細
学
科
の
申
請
状
況

実
態
と
申
請
要
件
の
事
離
と
そ
の
理
由

連
携
授
業
の
学
生
の
反
応

連
携
授
業
が
学
生
に
好
評
な
理
由

連
携
授
業
が
学
生
に
不
評
な
理
由

連
携
企
業
の
反
応

P
R
し
て
い
る
点
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・
2
2
P
 

1
 



1.
聞
査
概
要

調
査
目
的

①
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
分
野
に
お
け
る
第
三
者
に
よ
る
学
校
に
対
し
て
の
評
価
基
準
の
発
信

②
教
育
研
修
モ
デ
ル
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
構
築
、
発
信

③
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
分
野
に
お
け
る
職
業
実
践
的
な
教
育
課
程
の
た
め
の
体
制
構
築

④
職
業
実
践
専
門
課
程
へ
の
認
知
・
理
解
の
推
進

⑤
職
業
実
践
専
門
課
程
認
定
学
科
を
持
つ
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
系
専
門
学
校
に
対
す
る
実
態
の
把
握

調
査
課
題

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
分
野
は
国
家
資
格
が
存
在
し
な
い
た
め
、
第
三
者
評
価
基
準
が
確
立
し
て
お
ら
ず
、
一
定
の
水
準
を
維
持
す
る
指
標
が
存
在
し
な
い
。

そ
の
た
め
、
職
業
実
践
専
門
課
程
に
お
い
て
、
企
業
が
何
を
も
っ
て
学
校
を
評
価
す
る
の
か
基
準
を
確
立
し
、
質
の
担
保
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
教
育
の
分
野
で
は
、
地
域
の
特
性
や
学
校
の
規
模
か
ら
、
教
員
研
修
の
内
容
に
格
差
が
生
ま
れ
て
お
り
、

特
に
専
門
の
研
修
内
容
に
お
い
て
水
準
の
確
保
に
ば
ら
つ
き
が
出
て
い
た
こ
と
が
問
題
と
し
て
存
在
し
て
い
る
。

そ
の
た
め
、
一
定
水
準
の
質
を
保
証
す
る
教
育
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
確
立
す
る
こ
と
で
、
職
業
実
践
専
門
課
程
の
認
定
を
得
て
い
な
い
専
門
学
校
と
の

差
別
化
を
図
り
た
い
。
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2.
聞
査
対
象
枝
一
覧

占
-
c
>
 

北
海
道
文
化
服
装
専
門
学
校

北
海
道
ド
レ
ス
メ
ー
カ
ー
学
院

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ド
レ
ス
メ
ー
カ
ー
専
門
学
校

青
森
中
央
文
化
専
門
学
校

サ
ン
モ
ー
ド
ス
ク
ー
ル
オ
フ
デ
ザ
イ
ン

宮
城
文
化
服
装
専
門
学
校

ド
レ
メ
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
芸
術
専
門
学
校

仙
台
青
葉
服
飾
福
祉
専
門
学
校

T
O
K
Iフ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
工
科
専
門
学
校

山
形
女
子
専
門
学
校

パ
リ
ス
文
化
服
装
専
門
学
校

専
門
学
校
山
形
v.
カ
レ
ッ
ジ

今
泉
女
子
専
門
学
校

国
際
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
専
門
学
校

細
谷
高
等
専
修
学
校

足
利
デ
ザ
イ
ン
・
ビ
ュ
ー
テ
ィ
専
門
学
校

専
門
学
校
足
利
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
カ
レ
ッ
ジ

国
際
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
専
門
学
校

前
橋
文
化
服
装
専
門
学
校

国
際
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ア
ー
ト
専
門
学
校

川
口
文
化
服
装
専
門
学
校

専
門
学
校
田
中
千
代
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
カ
レ
ッ
ジ

織
田
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
専
門
学
校

東
京
モ
ー
ド
学
園

東
京
文
化
ブ
ラ
イ
ダ
ル
専
門
学
校

東
京
服
装
文
化
学
院

目
白
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
&
ア
ー
ト
カ
レ
ッ
ジ

専
門
学
校
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
カ
レ
ッ
ジ
桜
丘

華
服
飾
専
門
学
校

二
葉
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ア
カ
デ
ミ
ー

専
門
学
校
武
蔵
野
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
カ
レ
ッ
ジ

東
京
家
政
専
門
学
校

ド
レ
ス
メ
ー
カ
ー
学
院

専
門
学
校
青
山
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
カ
レ
ッ
ジ

e
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東
京
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
専
門
学
校

東
京
服
飾
専
門
学
校

横
浜
fカ
レ
ッ
ジ

横
浜
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
専
門
学
校

横
浜
デ
ザ
イ
ン
学
院

国
際
ト
ー
タ
Jレ
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
専
門
学
校

富
山
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
・
カ
レ
ッ
ジ

安
川
専
門
学
校
ロ
イ
モ
ー
ド
学
院

富
山
デ
ザ
イ
ン
・
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ー
専
門
学
校

専
門
学
校
金
沢
文
化
服
装
学
院

専
門
学
校
福
井
文
化
服
装
学
院

福
井
デ
ザ
イ
ン
専
門
学
校

甲
府
ド
レ
メ
学
院

O
K
A学
園
ト
ー
タ
ル
デ
ザ
イ
ン
ア
カ
デ
ミ
ー

松
本
衣
デ
ザ
イ
ン
専
門
学
校

太
垣
文
化
総
合
専
門
学
校

飯
原
服
装
専
門
学
校

静
岡
デ
ザ
イ
ン
専
門
学
校

東
海
文
化
専
門
学
校

静
岡
服
飾
美
容
専
門
学
校

明
美
文
化
服
装
専
門
学
校

名
古
屋
モ
ー
ド
学
園

名
官
屋
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
・
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
専
門
学
校

名
古
屋
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
専
門
学
校

愛
知
文
化
服
装
専
門
学
校

高
桑
服
装
専
門
学
校

専
門
学
校
慈
恵
き
も
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
カ
レ
ッ
ジ

中
部
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
専
門
学
校

豊
橋
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
・
ビ
ジ
ネ
ス
専
門
学
校

デ
ィ
ー
ズ
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
専
門
学
校

阪
神
家
政
高
等
専
修
学
校

大
阪
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
専
門
学
校

東
洋
F
デ
ザ
イ
ン
専
門
学
校

マ
ロ
ニ
エ
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
専
門
学
校

大
阪
文
化
服
装
学
院

大
阪
モ
ー
ド
学
園

大
阪
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ア
ー
ト
専
門
学
校

上
田
安
子
服
飾
専
門
学
校

専
門
学
校
神
戸
文
化
服
装
学
院

神
戸
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
専
門
学
校

加
古
川
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
カ
レ
ッ
ジ

専
門
学
校
米
子
女
学
園

米
子
文
化
服
装
専
門
学
校

専
門
学
校
岡
山
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル

中
国
デ
ザ
イ
ン
専
門
学
校

専
門
学
校
倉
敷
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
カ
レ
ッ
ジ

小
井
手
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ビ
ュ
ー
テ
ィ
専
門
学
校

石
田
あ
さ
き
ト
ー
タ
ル
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
専
門
学
校

広
島
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
専
門
学
校

専
門
学
校
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ビ
ジ
ネ
ス
・
ア
カ
デ
ミ
ー
福
山

下
関
文
化
産
業
専
門
学
校

吉
田
愛
服
飾
専
門
学
校

松
山
女
学
院
専
門
学
校

高
知
文
化
服
装
専
門
学
校

香
蘭
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
専
門
学
校

福
岡
大
村
美
容
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
専
門
学
校

緑
ド
レ
ス
メ
ー
カ
ー
服
飾
専
門
学
校

ヒ
ロ
・
デ
ザ
イ
ン
専
門
学
校

和
洋
学
園
専
門
学
校

専
門
学
校
田
北
文
化
服
装
学
院

野
村
服
飾
専
門
学
校

専
門
学
校
沖
縄
ブ
ラ
イ
ダ
ル
・
モ
ー
ド
学
園

高
田
ド
レ
ス
メ
ー
カ
ー
専
門
学
院

沖
縄
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ア
ー
ト
学
院

伊
舎
堂
沖
縄
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
畢
院

専
修
学
校
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
デ
ザ
イ
ン
ア
カ
デ
ミ
ー

4
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3.
聞
査
結
果
要
約

-
申
請
状
況
(P
6)

申
請
用
件
を
満
た
す
学
科
の
申
請
状
況
は
、
『
寵
可
済
又
は
申
請
中
』
と
「
今
後
申
請
予
定
』
の
合
計
が
6
9
%
と
な
っ
た
。

・
連
携
授
業
の
評
価
(
P
l
0
-
P
1
4
)
 

代
表
的
連
携
授
業
に
つ
い
て
は
、
学
生
・
企
業
と
も
に
好
評
。

学
生
に
好
評
な
理
由
は
『
連
携
企
業
の
魅
力
」
、
企
業
に
好
評
な
理
由
は
『
学
校
と
の
関
係
が
密
接
に
な
る
」
。

・
教
員
研
修
に
つ
い
て
(P
15
)

ぉ
実
施
し
た
教
員
研
修
は
「
実
務
分
野
Jr
指
導
力
分
野
」
の
両
方
を
行
う
こ
と
が
多
い
。

|実
務
研
修
の
み
を
行
っ
た
と
い
う
回
答
は
な
か
っ
た
。

・
独
自
評
価
項
目
の
設
定
(P
19
)

独
自
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
分
野
に
特
化
し
た
評
価
項
目
を
設
定
を
行
う
学
校
は
少
な
い
。

設
定
を
す
る
場
合
は
資
格
・
検
定
の
試
験
を
利
用
さ
れ
て
い
る
。

.
P
Rの
実
施
状
況
(
P
2
1)

H
Pも
し
く
は
入
学
案
内
で
P
Rし
て
い
る
学
校
が
8
3
%
o
P
Rを
し
て
い
な
い
学
校
は
6
%
。

e
 NE
O
 M
A
R
K
E
T
I
N
G
 

6
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学
科
の
申
請
状
況

|
・
申
請
要
件
を
満
た
す
学
科
の
申
請
状
況
は
、
「
全
科
認
可
済
又
は
申
請
中
」
が
2
5
.
0
%
、
「
一
部
の
学
科
が
認
可
お
よ
び
申
請
中
J
1
2
.
5
%
と、

I
 
4割
弱
が
申
請
中
と
な
っ
て
い
る
o

|
・
一
方
で
、
「
申
請
予
定
な
し
」
は
3
1
.
3
%
と
な
っ
て
い
る
。

問
1
.
申
請
要
件
を
満
た
し
て
い
る
(
ま
た
は
ほ
ぼ
満
た
し
て
い
る
入
学
科
の
申
請
状
況
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。
(
お
答
え
は
ひ
と
つ
)

申
請
予
定
な
し

31
.3
% 

問。

今
後
申
請
予
定

31
.3
% 

I
 
(
回
答
数
ヰ
8)
I
 

8
 

①
N
E
O
 M
A
R
K
E
T
I
N
G
 



実
態
と
申
情
要
件
の
帯
離
と
そ
の
理
由

.
 
.
請
要
…
一
一
実
一
一
蘇
は
「
あ
る
」
が
2
2
.
2
%

問
3.
申
請
要
件
の
中
で
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
分
野
の
実
態
と
合
わ
な
い
と
感
じ
た
要
素
は
あ
り
ま
す
か
。
(
お
答
え
は
ひ
と
つ
)

c;
n 
h
・a・

な
い

7
7
.
8
%
 

問
4.
【
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
分
野
の
実
態
と
合
わ
な
い
と
感
じ
た
要
素
】

・
本
当
の
実
践
で
あ
る
か
、
否
か
が
難
し
い
と
考
え
ら
れ
る

-
企
業
と
連
携
を
求
め
ら
れ
る
授
業
が
実
習
ま
た
は
演
習
に
限
ら
れ
る
点
、

高
度
化
・
複
雑
化
す
る
産
業
動
向
の
把
握
の
た
め
に
は
、

業
界
人
講
師
に
よ
る
講
義
型
の
授
業
も
必
要
と
考
え
る
た
め

-
地
方
の
小
規
模
校
の
場
合
、
企
業
と
の
連
携
し
た
実
習
を
実
施
す
る
際
、

非
常
に
限
定
的
な
も
の
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
人
ご
と
な
が
ら
感
じ
ま
し
た

I
 
(
回
答
数
=
1
8
)
I
 

e
 NE
O
 M
A
R
K
E
T
I
N
G
 

.
特
定
の
企
業
と
し
か
連
携
を
し
て
い
な
い
様
に
思
わ
れ
る

(
H
P等
で
掲
載
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
為
)

本
来
の
ヌ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
は
幅
広
く
知
識
を
習
得
す
る
こ
と
や
、

固
定
概
念
に
と
ら
わ
れ
な
い
教
育
が
必
要

-
発
想
力
を
育
て
る
教
育
は
特
定
の
企
業
の
色
に
染
ま
ら
な
い
教
育
が

必
要
で
あ
る
と
感
じ
る

9
 



連
携
授
業
の
学
生
の
反
応

「一
携
搬
鵬
授
牒
業
の
…
…
劃
叩(
ωω
3ね…3

問
6.
貴
校
の
代
表
的
連
携
授
業
の
学
生
の
反
応
を
お
答
え
く
だ
さ
し
い
、
。
(
お
答
え
は
1つ
)

~
可

...
:> 

①
N
E
O
 M
A
R
K
E
T
I
N
G
 

不
評

ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
不
評
ー
0
.
0
%

5
.
6
%
 

'¥.
 

ど
ち
ら
と
も

I
 
(
回
答
数
=
1
8
)

ど
ち
ら
か
と
言
え
ぽ

好
評

3
8
.
9
%
 

10
 



連
携
授
業
が
学
生
に
好
評
な
理
由

つ
で
「
連
携
企
業
講
面
魅
力
」
μ
(
4特
6.
29例
4
携
企
業
施
富
設
備
を
利
用
す
る
魅
力
」
μ
(
3犯
8
.
5
%
)
と
な
つ
た
。

.
一
携
授
業
一
理
醐
叫
由

問
7.
問
6で
【
好
評
.
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
好
評
】
lこ
O
を
つ
け
た
方
が
お
答
え
く
だ
さ
い
。

『
好
評
』
ま
た
は
「
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
好
評
」
の
理
由
は
主
に
ど
の
よ
う
な
こ
と
か
お
答
え
く
だ
さ
い
。
(
お
答
え
は
い
く
つ
で
も
)

<:
11
 
C
品

連
携
企
業
の
魅
力

連
携
企
業
講
師
の
魅
力

連
携
企
業
施
設
、
設
備
を
利
用
す
る
魅
力

捜
業
が
わ
か
り
や
す
い

新
し
い
科
目
、
講
師
に
対
す
る
新
鮮
さ

な
ん
と
な
く
1
0
.
0
%

そ
の
他

I
 
(
回
答
数
=
1
3
)
I
 0.
0
%
 

e
 NE
O
 M
A
R
K
E
T
I
N
G
 

6
9
.
2
%
 

2
0
.
0
%
 

4
0
.
0
%
 

6
0
.
0
%
 

8
0
.
0
%
 

【
そ
の
他
の
回
答
】

・
庖
長
指
導
の
元
、
実
践
的
な
販
売
実
習
を

体
験
-
実
践
に
即
し
て
い
る

.
企
業
入
社
後
に
役
立
つ

1
1
 



連
携
授
業
が
学
生
に
不
評
な
理
由

|
・
不
ヤ
理
由
と
士
企
業
…
が
多
い
こ
と
へ
の
不
満
内
見
が
い

問
8.
問
6
で
【
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
不
評
、
不
評
】
に
O
を
つ
け
た
方
が
お
答
え
く
だ
さ
い
。

『
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
不
評
」
ま
た
は
「
不
評
」
の
理
由
は
主
に
ど
の
よ
う
な
こ
と
か
お
答
え
く
だ
さ
い
。
(
お
答
え
は
い
く
つ
で
も
)

連
携
科
目
が
高
度
す
ぎ
る
0
.
0
%
 

捜
業
が
お
も
し
ろ
く
な
い
0
.
0
%
 

C4
5』1
 

連
携
企
業
に
魅
力
が
な
い
0
.
0
%
 

連
携
企
業
講
師
に
魅
力
が
な
い
0
.
0
%
 

連
携
企
業
施
設
、
設
備
が
利
用
で
き
な
い
0
.
0
%
 

新
し
い
科
目
、
講
師
に
対
す
る
新
鮮
さ
が
な
い
0
.
0
%
 

な
ん
と
な
く
1
0
.
0
%

そ
の
他

I
 
(
回
答
俳
1)
I
 0.
0
%
 
2
0
.
0
%
 
4
0
.
0
%
 
6
0
.
0
%
 
8
0
.
0
%
 
1
0
0
.
0
%
 

e
 NE
O
 M
A
R
K
E
T
I
N
G
 

【
そ
の
他
の
回
答
】

・
企
業
側
の
不
備
が
多
い
こ
と
へ
の
不
満

12
 



連
携
企
業
の
反
応

「連
携
飴
陪
企
銭
業
の
町
好
蹄
評
J(… 

問
9.
連
携
企
業
の
反
応
を
お
答
え
く
だ
さ
し
い
、
。
(
お
答
え
は
ひ
と
つ
)

無
回
答

~
可 "" 

①
N
E
O
 M
A
R
K
E
T
I
N
G
 

ど
ち
ら
か
と
言
え
ば

不
評

0.
0%
 

I
 
(
回
答
数
=
1
8
)

不
評

5
.
6
%
 

ど
ち
ら
と
も
言
え
な
い

2
2
.
2
%
 

ど
ち
ら
か
と
言
え
ば

好
評

38
.9
% 

13
 



連
携
授
業
が
企
業
に
好
評
な
理
由

つ
い
「
学
生
0
)
:
1
;
欲
が
置
lげ
『
学
生
の
喜

も
に
5悶
3
.
8
%
)
と
な
つ
た
。

.一 問10.間
9
で
【
好
評
・
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
好
評
】
に
O
を
つ
け
た
方
が
お
答
え
く
だ
さ
い
。

『
好
評
』
ま
た
は
「
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
好
評
」
の
理
由
は
主
に
ど
の
よ
う
な
こ
と
か
お
答
え
く
だ
さ
い
。
(
お
答
え
は
い
く
つ
で
も
)

<:
11
 
.，. 

学
校
と
の
関
係
が
密
接
に
な
る

学
生
の
意
欲
が
高
い

学
生
の
探
用

連
携
企
業
講
師
の
資
質
や
士
気
の
向
上

そ
の
他
1
0
.
0
%

I
 
(
回
答
数
=
1
3
)
I
 0.
0
%
 

e
 NE
O
 M
A
R
K
E
T
I
N
G
 

8
4
.
6
%
 

2
0
.
0
%
 
4
0
.
0
%
 
6
0
.
0
%
 
8
0
.
0
%
 
1
0
0
.
0
%
 

14
 



教
員
研
修
の
肉
容

「実
…

鵬肌…
は即向

「咽両
耐即町

方批砧
…と凶

凶
ω
ωも知tJi
l~

山」川
川胸カ

が仰t匂88
…
…
…
J
 
r
 

問
1ロ2
.
申
請
要
件
で
あ
る
、
教
員
研
修
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

実
務
分
野
と
指
導
力
分
野
の
資
質
向
上
の
う
ち
、
ど
ち
ら
の
研
修
を
行
い
ま
し
た
か
。
(
お
答
え
は
ひ
と
つ
)

実
務
分
野

~
可

-
.
l
 

①
N
E
O
 M
A
R
K
E
T
I
N
G
 

I
 
(
回
答
数
=
1
8
)

0
.
0
%
 

両
方
と
も

8
8
.
9
%
 

15
 



実
務
分
野
の
研
修
肉
容

『
ピ
字
L教
育
lに
こ
関
す
る
こ
と
」
μ
(
6位
2
.
5
%
)
と
な
つ
。

.
実
一
務
分
…
…
一
一
む
M
ωが拘
8
7
…
プ
一
界
の
動
吋
ι促M叫…
…
と
む
削
ω山
」
μ刈
刈(ω附
8引
1

問
13
.
間
12
で
【
実
務
分
野
】
【
両
方
と
も
】
lこ
O
を
つ
け
た
方
が
お
答
え
く
だ
さ
い
。

実
務
分
野
の
研
修
内
容
は
次
の
う
ち
ど
の
よ
う
な
も
の
で
し
た
か
。
(
お
答
え
は
い
く
つ
で
も
)

<:
)1
 
0
。

技
術
教
育
に
聞
す
る
こ
と

業
界
の
動
向
に
関
す
る
こ
と

ビ
ジ
ネ
ス
教
育
に
関
す
る
こ
と

ト
レ
ン
ド
等
の
最
新
情
報
に
関
す
る
ζ
と

デ
ザ
イ
ン
教
育
に
関
す
る
こ
と

そ
の
他

I
 
(
回
答
数
=
1
6
)
I
 0.
0
%
 

e
 NE
O
 M
A
R
K
E
T
I
N
G
 

2
0
.
0
%
 
4
0
.
0
%
 
6
0
.
0
%
 

8
7
 

【
そ
の
他
の
回
答
】

・
経
営
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
等

8
0
.
0
%
 
1
0
0
.
0
%
 

16
 



実
務
分
野
の
研
修
効
果

効
果
感
し
て
い
る
割
合
が
圧
倒
的
に
多
い
。

.ー
の研
修練
はー
吠」
一一
一向
恥た

J(
…
…
一
」
…

3
.
8
%
と

問
14
.
間
12
で
【
実
務
分
野
】
【
両
方
と
も
】
lこ
O
を
つ
け
た
方
が
お
答
え
く
だ
さ
い
。

実
務
分
野
の
研
修
効
果
は
い
か
が
で
し
た
か
。
(
お
答
え
は
ひ
と
つ
)
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば

，
 

ー
{
全
く
効
果
が
な
か
っ
た

c;
n =
 

e
 NE
O
 M
A
R
K
E
T
I
N
G
 

効
果
が
な
か
っ
た

ど
ち
ら
と
も
言
え
な
い

0
.
0
%
 

6
.
3
%
 

I
 
(
図
書
:
数
=
1
6
)
I
 ど
ち
ら
か
と
言
え
ぽ

効
果
が
あ
っ
た

3
7
.
5
%
 

0
.
0
%
 

17
 



今
後
充
実
さ
せ
た
い
研
修

『指
z
守
野
」
ム
、
『
ト
レ
ン
ド
な
ど
の
最
新
情
報
に
す
る
こ
J
 
(と
も
lにこ
5
6
.
3
%
)
と
な
つ
た
。

.
 
一
里
野
予
跨
融
吋
を
砧
含

問
15
.
間
12
で
【
実
務
分
野
】
【
両
方
と
も
】
lこ
O
を
つ
け
た
方
が
お
答
え
く
だ
さ
い
。

指
導
力
分
野
も
含
め
今
後
ど
の
よ
う
な
研
修
を
充
実
さ
せ
た
い
と
お
考
え
で
す
か
。
(
お
答
え
い
く
つ
で
も
)

=
 

o
 

業
界
の
動
向
に
関
す
る
こ
と

ピ
ジ
ネ
ス
教
育
に
関
す
る
こ
と

指
導
力
分
野

ト
レ
ン
ド
等
の
最
新
情
報
に
関
す
る
こ
と

デ
ザ
イ
ン
教
育
に
関
す
る
こ
と

按
術
教
育
に
関
す
る
こ
と

そ
の
他

I
 
(
回
答
数
=
1
6
)
I
 0.
0
%
 

e
 NE
O
 M
A
R
K
E
T
I
N
G
 

.
0
%
 

2
0
.
0
%
 
4
0
.
0
%
 
6
0
.
0
%
 
8
0
.
0
%
 
1
0
0
.
0
%
 

【
そ
の
他
の
回
答
】

-
経
営
や
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
等

.
経
営
に
関
す
る
こ
と

18
 



フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
分
野
に
特
化
し
た
評
価
項
目
の
股
定

.
 
~
一
一
自
帥
の
一
ン
…
一
一
定
…
ま
が
は
一
「
噌
閣
設
綻
定
一
」
民
川
附
胸
均
が
約
伽
電
勺
仇7η一2

間
1目6
.
申
請
要
件
で
あ
る
学
校
関
係
者
評
価
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

学
校
関
係
者
評
価
実
施
の
た
め
の
自
己
評
価
に
お
い
て
貴
校
独
自
の
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
分
野
に
特
化
し
た
評
価
項
目
を
設
定
し
ま
し
た
か
。
(
お
答
え
は
ひ
と
つ
)

C
再

F
・・

無
回
答
ー

5
.
6
%

一

量
定
し
て
い
な
い

7
2
.2
%
 

I
 
(
回
答
数
=
1
8
)
I
 

⑤
N
E
O
 M
A
R
K
E
T
I
N
G
 

問
17
.
【
設
定
し
た
評
価
項
目
】

.
資
格
取
得
者
数

・
資
格
取
得
率
と
そ
の
推
移
を
設
定

.
卒
業
時
に
お
け
る
就
職
率
を
設
定

・
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
分
野
関
連
の
資
格
取
得
率
を
設
定

-
教
育
の
資
格
取
得
率
の
設
定
(
パ
タ
ー
ン
メ
ー
キ
ン
グ
能
力
検
定
、

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ビ
ジ
ネ
ス
能
力
検
定
、
全
国
洋
和
裁
学
校
検
定
試
験

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
ク
-
)
v
&
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
)

-
就
職
率
を
設
定
(
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
分
野
)

-
検
定
試
験
合
格
率
を
設
定

(
パ
タ
ー
ン
メ
ー
キ
ン
グ
能
力
検
定
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
色
彩
能
力
検
定
、

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
販
売
能
力
検
定
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ビ
ジ
ネ
ス
能
力
検
定
)

1
9
 



第
三
者
評
価
項
目
お
よ
び
自
己
評
価
項
目
の
導
入

.
 
今
叩
後
帥
即
取
刷
…
り
入
れ
焔
…
る

問
1沼8
.フ
ア
ツ
シ
ヨ
ン
分
野
に
お
い
て
、
今
後
取
り
入
れ
る
ぺ
き
第
三
者
評
価
項
目
、
ま
た
は
貴
校
で
導
入
予
定
の
自
己
評
価
項
目
は
あ
り
ま
す
か
。
(
お
答
え
は
ひ
と
つ
)

C
島 ..，. 

無
回
答

1
6
.
7
%
 な
い
6
1
.
1
%
 

I
 
(
回
答
数
=
1
8
)
I
 

e
 NE
O
 M
A
R
K
E
T
I
N
G
 

間
19
.
【E
量
定
し
た
評
価
項
目
】

・
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
分
野
に
お
け
る
職
業
実
践
専
門
課
程
の
質
の
保
証
の
評
価
を

推
進
す
る
事
業

-
第
三
者
評
価
、
点
検
評
価
の
導
入
予
定

・
検
定
取
得
率
(
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ビ
ジ
ネ
ス
、
ス
タ
イ
リ
ス
ト
検
定
等
)

.
卒
業
時
に
お
け
る
就
職
率
を
設
定

-
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
分
野
関
連
の
資
格
取
得
率
を
設
定

.
グ
ロ
-
/
(
)
レ
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
教
育
の
実
践

J
 

2
0
 



職
業
実
践
専
門
課
程
認
定
の
P
Rの
有
無

「
職
業
実
践
専
門
課
ー
批
こ
と
山
一
知
」
で
PR
し
て
い
る
…
批
な
っ
た

問
20
.
貴
校
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
入
学
案
内
書
な
ど
で
、
職
業
実
践
専
門
課
程
に
認
定
さ
れ
た
こ
と
を
PR
し
て
い
ま
す
か
。
(
お
答
え
は
ひ
と
つ
)

文
部
科
学
省

0
>
 

S
必

①
N
E
O
 M
A
R
K
E
T
I
N
G
 

無
回
答

指
定
様
式
の
み

そ
の
他
5.
6%
 

掲
載
し
て
い
る

PR
し
て
い
な
い
-

5.
6%
 

I
 
(
回
答
数
=
1
8
)

H
P
と
入
学
案
内
書
で

PR
し
て
い
る

4
4
.
4
%
 

H
Pで
P
R
し
て
い
る

3
3
.
3
%
 入
学
案
内
書
で

P
R
し
て
い
る

5.
6%
 

【
そ
の
他
の
回
答
】

※
無
回
答

21
 



P
Rし
て
い
る
点

|・
P
Rを
行
っ
一
一
一
?
を
耕
一
』
が
γ
ツ
プ

つ
い
で
「
教
育
課
程
編
成
~
員
会
を

E置
し
文
ラ
ム
編
成
し
て
い
る
点
J
(ね

な
っ
て
い
る
。

問
2
1.
間
2
0で
【
H
P
で
P
R
し
て
い
る
・
入
学
案
内
書
で
P
R
し
て
い
る
・
H
P
と
入
学
案
内
書
で
P
R
し
て
い
る
】
に
O
を
つ
け
た
方
が
お
答
え
く
だ
さ
い
。

ど
の
よ
う
な
点
を
P
R
し
ま
し
た
か
。
(
お
答
え
は
2
つ
ま
で
)

企
業
等
と
連
携
し
た
捜
藁
を
実
施
し
て
い
る
点

教
育
課
程
編
成
委
員
会
を
設
置
し
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
編
成
し
て
い
る
点

企
業
等
と
連
携
し
て
教
育
研
修
を
実
施
し
て
い
る
点

学
校
の
情
報
を
H
Pで
掲
載
し
て
い
る
点

企
業
等
が
書
画
し
て
学
校
評
価
を
し
て
い
る
点

【
そ
の
他
の
回
答
】

そ
の
他

・
職
業
実
践
専
門
課
程
に
認
定
さ
れ
た
点

I
 
(
回
答
数
=
1
6
)
I
 
0
.
0
%
 
2
0
.
0
%
 
4
0
.
0
%
 
6
0
.
0
%
 
8
0
.
0
%
 
1
0
0
.
0
%
 

e
 NE
O
 M
A
R
K
E
T
I
N
G
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